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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
孤立波作用時のシミュレーション結果です．色は流速を表しています.左から波が到達し，石が転倒して移動する様子が確認できます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
不規則波作用時のシミュレーション結果になります．同じく色は流速を表しています．何度か波が到達し，高い波が来た時に石が転倒する様子が確認できます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，波が石に作用する直前の波のスナップショットになります．上が孤立波が作用する直前，下が不規則波が作用する直前の流速の向きを表した図になります．
孤立波の時には石を持ち上げるように波が作用している一方，不規則波の際には水平方向に波が作用していることがわかります．
このような波の作用方向が異なることが，石の移動特性に影響しているのではないかと考えられます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年の東日本大震災に伴う津波により，東北地方を中心に海岸構造物の多くが被災しました．これを受け，防波堤の耐津波設計ガイドラインが策定されました．この中で，設計津波を超える規模の津波に対しては，防波堤が滑動など変形しても，倒壊しないような「粘り強い」構造にすることが求められるようになりました．具体的には，防波堤背後に腹付工を設けることで津波の落下高さを低くすることや，マウンド上に被覆ブロックを設置することによって，マウンド・海底地盤の洗堀が起こりにくくするように構造上の工夫を行うことである．
防波堤腹付工に用いられる被覆ブロックの性能を評価するためには，水理模型実験を行う必要があります．実験では複雑な現象が取り扱える一方で費用や手間がかかることや，水路の大きさなどで実験条件に制限があります．数値モデルにより実際の現象を再現できるようになれば，解析パソコンを回している間に結果を得ることができ，妥当性のある数値モデルを使えば，容易に実用的な結果が得られ，条件の変更も容易です．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて，解析対象とする被覆ブロックについて説明します．こちらのスライドに示す2種類の被覆ブロックに対して解析を行います．左に示すのがストーンブロックで，簡易的な形状をした省力化ブロックです．右に示すブロックがハニカームブロックで六角型の孔と脚を有した複雑な形状をした新型の被覆ブロックです．大熊らの研究により孔が揚力を逃がすことで高い安定性を有している．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
HCの結果．ブロックが滑動してから転倒することがわかります．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
STの結果．滑動せずに転倒している．
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